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昌
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昌
ご
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幽
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び
　
陣
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℃
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購
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O
暑
＜
O
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一
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U
O
触
　
く
○
噌
ω
P
砕
N
　
α
O
ω
　
匪
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歴
一
h
＆
O
門
ω
　
β
撃
O
財
　
α
q
O
一
挫
O
昌
α
O
糞
　
男
①
O
び
葎
｝
　
一
c
O
燈
『
●
　
娼
。
娼
含
　
一
co
｝
　
鴇
春
ー
鴇
α
》
　
㎏
○
ー
U
ご
　
　
○
誘
ぜ
餌
鄭
ω
o
ダ
　
国
○
］
B
］
β
o
P
げ
p
同
N
彊
旨
ω
霞
鋒
α
Q
①
ω
〇
一
賊
げ
葭
o
び
騰
蔚
門
鳥
o
o
o
α
o
q
諾
o
財
①
菊
巴
o
げ
”
く
●
》
鎖
鷺
餌
磯
o
●
賂
O
沖
匿
o
汁
〇
一
藩
瓢
鵠
α
建
伽
俸
c
Q
。
　
　
犀
巷
置
U
霧
望
3
お
霧
①
9
び
8
財
淳
吋
α
器
号
暮
ω
。
冨
ぎ
一
。
F
鴇
。
琶
伽
合
》
畦
一
お
9
一
8
W
．
裟
o
畠
悶
》
藤
艶
総
c。
・
　
　
○
℃
弓
O
質
び
O
協
隔
1
］
》
①
試
q
ω
｝
　
嗣
》
欝
ω
　
ω
歴
穏
P
協
鱗
O
ω
O
持
N
σ
β
O
財
　
騰
熔
目
　
α
餌
ω
　
鳥
O
鐸
げ
ω
O
び
①
　
】
囚
O
一
〇
ン
｝
　
一
｛
》
　
》
藁
ω
α
q
騨
び
Φ
“
　
一
鴇
O
ご
　
　
2
0
汁
①
ω
一
　
翰
群
　
　
寓
O
一
一
げ
○
鴇
昌
り
　
｝
》
O
彗
　
餌
磯
O
鄭
叶
　
℃
触
○
＜
P
O
欝
睦
G
葺
触
v
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鴇
O
『
　
℃
、
cQ
一
　
騰
騰
）
　
や
’
co
蝋
　
協
賄
●
　
　
｝
W
勘
協
鳥
一
P
磯
｝
　
ハ
Ψ
塊
鎌
⇒
瓢
鳩
一
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ω
　
α
①
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α
φ
藤
歴
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O
プ
①
質
　
ω
仕
N
鉾
琉
h
O
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プ
緯
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｝
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ご
礎
O
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①
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⇔
¢
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a
門
¢
一
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陥
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］
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O
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娼
N
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磯
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燈
○
ぺ
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一
刈
一
●
　
　
○
一
餌
ω
○
触
｝
　
斡
鶉
戦
　
い
①
び
目
①
　
く
○
一
屡
　
鳥
〇
一
ρ
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α
O
ω
　
跨
⇒
ω
叶
圃
隔
榑
O
穏
ω
｝
　
一
添
　
○
・
○
萄n
餌
昌
減
旨
①
一
葎
①
　
一
｛
一
〇
一
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①
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ω
O
『
触
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協
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H
・
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餌
⇒
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》
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ぐ
一
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一
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噂
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娼
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一
一
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一
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焼
●
　
℃
●
　
一
ω
一
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O
O
畷
φ
増
｝
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び
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α
O
鐸
P
鍛
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類
ぴ
唱
融
○
く
O
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聾
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①
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帥
類
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“
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〇
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渉
掴
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⇒
α
○
門
騰
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譲
磐
⇒
α
び
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げ
α
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ω
♂
壇
勲
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O
O
プ
挫
∫
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囲
膨
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℃
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β
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○
旨
ρ
　
ω
6
P
⇒
α
娼
彊
昌
財
播
○
　
鳥
O
ω
　
もD
叶
塊
帥
臨
頒
③
ω
O
叶
N
げ
q
O
甥
ω
堕
　
N
融
　
ω
一
。
　
娼
。
も
。
　
㌧
o
O
co
ー
春
ω
○
．
　
　
］
ワ
○
℃
臨
隔
O
ど
　
一
》
一
〇
の
歴
同
斜
騰
鳳
①
O
げ
汁
一
一
〇
財
①
　
〈
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触
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⇔
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≦
○
壇
紬
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び
犀
O
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〈
○
ひ
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製
毎
β
2
。
♪
9
。
富
日
。
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鳥
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凝
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導
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費
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男
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広
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穫
ρ
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O
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焼
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燈
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焼
・
　
弓
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抄
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東
洋
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学
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算
）
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p
o
プ
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幽
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¢
鉱
3
0
一
｝
ゴ
ぎ
韻
○
零
N
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鯵
“
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箆
｛
ー
一
8
乞
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♪
　
苗
○
か
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弓
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箋
鼻
・
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熔
）
　
鷺
⇔
σ
q
o
♪
ゼ
①
腎
ご
庫
o
げ
創
＄
留
暮
零
げ
窪
oo
貫
鋒
器
o
げ
歴
9
回
●
目
昌
3
匡
○
富
（
雛
①
◎
角
幻
o
o
げ
鍍
づ
、
一
器
窪
。。
急
多
津
”
罷
臭
G
O
♪
ヤ
鴇
一
F
乞
o
｛
δ
鼻
遣
．
　
六
α
●
》
蕉
寅
α
q
①
　
否
定
説
の
理
由
は
、
教
唆
者
は
、
類
型
犯
罪
（
¢
暮
9
お
薯
。
吾
器
9
窪
）
を
完
成
す
る
結
果
を
欲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
、
完
成
す
る
結
果
を
要
件
と
し
て
必
要
と
し
な
け
れ
ば
、
外
部
的
作
用
と
無
関
係
な
、
た
だ
、
被
教
唆
者
の
精
神
生
活
に
対
し
て
、
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
教
唆
と
い
う
全
く
独
自
な
犯
罪
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
り
、
他
方
、
法
は
、
す
べ
て
、
教
唆
者
の
刑
事
責
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軸
）
を
、
被
教
唆
者
の
責
任
と
同
罪
と
し
て
規
定
し
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
根
拠
を
求
め
て
い
る
。
　
ニ
　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
お
①
纂
領
・
ぎ
3
＄
弩
は
、
犯
罪
（
O
象
算
）
の
完
成
を
伴
わ
な
い
犯
罪
（
＜
鼠
）
窓
畠
窪
）
の
完
成
を
欲
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
考
察
は
、
類
型
犯
罪
（
の
纂
ぎ
薦
む
。
＆
ヨ
5
を
完
成
す
る
結
果
へ
の
意
欲
は
、
教
唆
者
の
犯
意
に
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
に
置
き
か
え
ら
れ
る
。
　
e
　
先
ず
、
未
遂
の
教
唆
を
肯
定
す
る
者
は
、
教
唆
者
が
、
類
型
犯
罪
（
9
＃
毎
商
（
一
＆
葬
）
の
完
成
を
欲
す
る
こ
と
を
必
要
と
せ
ず
、
況
ん
や
、
類
型
犯
罪
（
雰
茸
§
α
Q
む
ワ
！
、
・
＆
器
畠
窪
）
の
完
成
を
欲
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
、
と
し
て
い
る
。
　
口
　
他
方
、
未
遂
の
教
唆
を
否
定
す
る
者
は
、
二
派
に
分
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
は
、
グ
ラ
…
ザ
ー
及
び
ガ
イ
ヤ
ー
の
唱
う
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
類
型
犯
罪
（
○
箕
葺
一
噸
（
芭
陣
葬
）
を
完
成
す
る
結
果
へ
の
意
欲
が
教
唆
者
の
犯
意
に
必
要
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
誘
惑
者
が
、
単
に
、
犯
罪
の
形
式
的
な
麗
遂
や
未
遂
を
望
む
場
合
、
誘
惑
者
の
意
思
は
、
犯
罪
に
よ
っ
て
生
ず
る
害
悪
を
も
た
ら
す
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
犯
意
と
は
、
刑
罰
法
規
の
侵
害
の
惹
起
に
向
け
ら
れ
た
意
欲
の
志
向
と
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
侵
害
は
、
犯
罪
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
可
罰
的
害
悪
行
為
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
図
は
、
単
に
、
犯
罪
の
形
式
的
な
完
成
の
み
を
意
欲
し
、
そ
の
実
質
的
な
完
成
を
も
欲
し
な
い
場
合
に
は
、
欠
如
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
、
お
。
暮
嘆
3
、
・
。
9
。
鶏
の
意
思
が
、
既
遂
に
必
要
な
行
為
の
全
部
の
実
現
に
向
け
ら
れ
る
揚
合
で
も
、
犯
意
を
実
現
す
る
た
め
に
、
故
意
の
外
に
、
更
に
、
も
う
一
つ
の
要
素
が
必
要
な
場
合
ー
ー
例
え
ば
、
窃
盗
の
場
合
ー
、
に
は
、
お
・
暮
嘆
・
く
8
暮
・
窮
は
、
刑
事
責
任
を
間
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
部
的
な
行
為
と
共
に
、
こ
の
意
図
も
存
す
る
と
き
は
、
轟
。
暮
鷲
。
ぎ
8
富
ξ
は
、
教
唆
者
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
夷
。
馨
嘆
・
ぎ
3
富
簿
の
本
来
の
員
的
は
、
可
罰
性
と
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
二
は
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
提
唱
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
彼
は
、
形
式
的
匿
遂
と
実
質
的
既
遂
と
を
、
か
よ
う
に
区
別
す
る
こ
と
は
、
「
今
β
の
法
の
建
前
か
ら
、
無
意
味
な
も
の
」
と
し
て
い
る
。
　
　
　
（
緯
）
　
譲
角
置
窪
oo
ぎ
鴨
≦
鎮
鼻
O
段
p
頓
・
暮
一
）
3
く
O
o
暮
貧
♪
葭
欝
ω
o
算
箏
α
Q
N
薄
貿
お
○
ぽ
o
（
副
簿
↓
a
一
潟
巴
一
舅
o
p
き
く
角
再
0
9
窪
・
　
　
　
　
G
O
c
o
。
℃
も
●
co
ア
c
o
9
　
　
　
（
2
0
）
　
o
o
帥
鑛
o
づ
、
鎮
P
℃
も
●
co
轡
2
。
　
三
　
お
・
馨
冥
薯
・
3
ぎ
饗
は
、
そ
れ
自
身
（
澄
影
ε
B
。
っ
鼠
α
Q
。
琴
身
）
可
罰
的
な
予
備
行
為
の
完
成
の
み
を
欲
し
、
そ
れ
以
上
を
欲
し
な
い
。
従
っ
て
、
教
唆
者
と
し
て
、
刑
事
責
任
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
明
は
、
カ
ッ
ッ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
（
忽
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
第
四
九
条
a
に
つ
い
て
、
特
殊
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
謎
・
暮
冥
・
ぎ
3
ぢ
覆
は
、
可
罰
的
な
誘
発
を
行
う
も
の
で
は
な
い
。
誘
発
は
、
教
唆
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
法
は
、
結
果
発
生
の
な
い
犯
罪
に
対
す
る
一
定
　
　
　
未
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
の
教
唆
に
適
用
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
教
唆
者
は
、
被
教
唆
者
が
、
行
為
に
着
手
す
る
こ
と
を
欲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
謎
。
嘗
嘆
？
ぎ
舜
＄
窮
は
、
行
為
の
着
手
を
欲
す
る
も
の
で
は
な
く
、
可
罰
的
な
予
備
行
為
の
完
成
を
意
慾
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
お
。
暮
嘆
・
ぎ
舞
8
漢
に
は
、
教
唆
の
意
慾
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
カ
ッ
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
本
質
的
に
は
、
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
と
同
様
の
考
慮
に
基
づ
き
、
同
様
の
法
論
に
到
達
し
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
こ
の
理
論
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
通
説
と
一
致
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
た
だ
、
フ
ラ
ン
ク
は
、
お
。
暮
礪
。
ぎ
8
ぎ
弩
の
誘
発
を
可
罰
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
誘
発
は
、
実
際
、
真
摯
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
被
誘
発
者
が
、
誘
発
さ
れ
た
犯
罪
の
実
行
を
臼
ざ
す
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
ま
た
、
ザ
ゥ
ワ
ー
も
、
よ
し
ん
ば
、
主
た
る
行
為
が
、
未
遂
に
終
っ
た
と
し
て
も
、
謎
①
馨
嘆
・
ぎ
3
ε
霧
の
誘
発
は
、
充
分
、
処
罰
に
価
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
誘
発
は
、
教
唆
と
異
る
か
ら
、
可
罰
的
で
な
い
と
す
る
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
も
、
誘
発
の
承
諾
に
対
す
る
教
唆
を
行
っ
た
詣
①
馨
礪
・
く
8
霧
①
弩
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
第
四
九
条
＆
に
よ
っ
て
、
可
罰
的
な
も
の
と
さ
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
尤
も
、
こ
の
場
合
は
、
か
か
る
誘
発
に
応
じ
た
者
が
、
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
を
、
当
然
、
前
提
と
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
　
ま
た
、
要
求
さ
れ
た
犯
罪
を
実
行
す
る
と
い
う
意
思
の
表
示
は
、
更
に
、
第
四
九
条
a
に
よ
っ
て
、
可
罰
的
な
行
為
で
あ
る
。
謎
①
馨
嘆
。
ε
舞
審
畦
は
、
こ
の
場
合
、
こ
の
意
思
決
定
、
及
び
、
そ
の
表
示
を
な
さ
し
め
よ
う
と
慾
し
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
他
人
を
し
て
、
か
か
る
可
罰
的
な
行
為
を
、
故
意
に
、
実
行
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
教
唆
は
、
結
果
発
生
力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
怨
つ
ま
り
、
犯
行
は
、
既
に
、
実
行
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
飢
）
　
類
鉱
一
び
簿
踏
》
δ
c
o
蓼
や
（
2
2
）
　
ド
イ
ツ
刑
法
第
囲
九
条
＆
は
、
一
八
七
六
年
二
月
二
六
日
法
律
に
よ
り
挿
入
さ
れ
、
　
五
三
年
八
月
四
欝
改
正
さ
れ
た
。
（
2
3
）
　
図
暮
8
霧
審
ぼ
”
や
蕊
㌧
心
。
h
・
（
2
4
）
、
男
触
銭
涛
”
累
○
ぎ
冒
｝
一
N
q
㈱
も
欝
。
（
巧
）
　
ω
騨
き
♪
艶
一
蒔
o
影
o
ぎ
o
ω
菖
9
器
o
び
震
一
①
日
p
一
や
亀
や
一
c
o
9
（
2
6
）
　
ω
汐
σ
q
①
≦
鉦
斜
も
も
●
£
ー
8
●
九
照
三
年
五
月
二
九
日
改
正
さ
れ
、
更
に
、
一
九
　
四
　
多
く
の
場
合
、
甜
。
馨
嘆
・
6
S
言
髪
に
お
け
る
教
唆
者
の
犯
意
が
、
教
唆
者
の
本
来
の
意
図
ー
よ
個
又
は
特
定
の
権
利
侵
害
、
法
益
侵
害
、
或
は
、
法
益
へ
の
危
害
に
至
る
こ
と
な
く
、
他
人
を
処
罰
し
よ
う
と
す
る
意
図
　
　
に
よ
っ
て
、
阻
却
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
、
護
。
馨
嘆
。
6
貫
審
褻
は
、
教
唆
者
で
あ
る
と
、
い
ち
り
つ
に
、
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
　
む
し
ろ
、
①
お
。
旨
唱
・
ぎ
3
ぎ
葭
が
、
自
己
の
行
為
を
、
錯
誤
に
よ
り
、
禁
止
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
解
し
た
場
合
は
、
教
唆
は
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
錯
誤
が
、
事
実
の
錯
誤
に
基
づ
く
場
合
に
は
、
教
唆
が
否
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ボ
ル
ヘ
ル
ト
、
ド
ッ
プ
ェ
ル
、
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
は
、
謎
①
馨
唱
・
ぎ
8
富
鐘
が
、
痢
罰
権
に
つ
き
、
錯
誤
を
生
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
排
斥
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
的
に
重
要
な
事
柄
は
、
事
実
の
錯
誤
の
み
で
あ
っ
て
、
法
律
の
錯
誤
で
は
な
い
と
し
、
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
や
、
ボ
ル
ヘ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
お
。
馨
嘆
・
ぎ
3
富
薄
の
錯
誤
は
、
通
常
、
刑
罰
権
に
関
す
る
錯
誤
で
あ
る
と
し
、
ド
ッ
プ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
お
。
暮
嘆
・
ぎ
8
ε
鍔
が
、
命
令
の
実
行
を
彼
の
責
任
阻
却
原
因
で
あ
る
と
解
し
た
場
合
に
の
み
、
錯
誤
を
認
め
て
い
る
。
こ
　
　
　
未
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
の
三
名
の
見
解
は
、
通
説
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
②
　
帥
σ
q
。
欝
ご
、
、
、
。
＜
。
。
p
仲
。
G
円
は
、
た
と
え
、
教
唆
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
結
果
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
避
け
た
場
合
に
は
、
無
罪
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
は
（
霞
．
税
N
お
）
、
広
義
の
共
犯
者
は
、
法
律
上
、
必
ず
し
も
、
正
犯
と
同
様
に
可
罰
的
な
も
の
で
は
な
い
。
法
が
、
広
義
の
共
犯
者
を
無
罪
と
し
て
い
る
以
上
、
若
し
、
碧
α
q
．
．
観
爵
娼
増
。
〈
。
。
碧
縛
。
鄭
噌
が
、
犯
罪
に
よ
る
損
害
の
発
生
を
妨
げ
た
場
合
は
、
無
罪
は
、
正
に
、
こ
れ
を
同
様
に
行
っ
た
と
こ
ろ
の
狭
義
の
共
犯
者
に
も
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
反
対
し
て
い
る
の
は
、
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
③
　
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
は
、
煽
動
行
為
と
被
害
者
の
同
意
の
効
力
も
考
慮
し
て
い
る
。
（
27
）
　
寓
・
讐
£
”
菊
宥
答
訟
簿
く
呂
｝
＜
。
拳
募
ぎ
慧
（
一
げ
馨
粛
o
拶
薯
P
≦
宥
菩
β
茜
一
c
。
c
o
担
弓
・
め
象
歴
　
五
　
ジ
ン
ゲ
ワ
ル
ド
は
、
夷
。
馨
嘆
・
ぎ
。
9
。
霞
に
関
し
、
二
つ
の
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
e
　
そ
の
一
つ
は
、
教
唆
は
、
誘
惑
者
が
、
自
己
の
行
為
を
錯
誤
に
よ
り
、
許
さ
れ
た
も
の
と
解
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
阻
却
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
若
し
、
誰
か
が
、
一
五
歳
の
晶
行
方
正
な
娘
を
誘
惑
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
二
重
に
錯
誤
を
生
ず
る
場
合
が
あ
り
得
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
　
㈹
　
先
ず
、
娘
自
身
に
対
す
る
犯
罪
の
諸
要
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
誘
惑
者
は
、
娘
が
一
六
歳
以
上
で
あ
り
、
或
は
、
晶
行
方
正
す
る
。
で
な
い
と
信
ず
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
事
実
の
錯
誤
で
あ
る
が
、
事
実
の
錯
誤
は
、
通
説
に
よ
っ
て
も
、
犯
意
を
阻
却
　
⑥
　
次
に
、
法
律
上
の
諸
要
件
に
関
す
る
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
の
な
し
た
行
為
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
と
信
ず
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
法
律
の
錯
誤
で
あ
る
が
、
法
律
の
錯
誤
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
犯
意
を
阻
却
す
る
も
の
で
は
な
か
。
　
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
場
合
を
、
全
く
別
異
に
取
り
扱
う
本
質
的
な
理
由
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
、
た
だ
、
外
面
的
に
の
み
異
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
法
律
上
の
本
質
に
お
い
て
、
両
者
は
、
錯
誤
と
い
う
統
一
的
類
型
、
す
な
わ
ち
、
た
だ
、
法
律
上
重
要
な
錯
誤
と
包
摂
の
錯
誤
の
二
つ
の
代
表
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
場
合
に
お
い
て
、
行
為
者
は
、
自
己
の
行
為
を
錯
誤
に
よ
り
、
該
行
為
が
あ
て
は
ま
る
規
範
に
包
摂
せ
ず
、
犯
罪
要
件
（
浮
葬
諾
．
冒
一
。
吋
犀
臼
鋤
）
に
関
し
て
錯
誤
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
口
　
そ
の
二
は
、
侵
害
に
関
す
る
被
害
者
の
承
諾
の
問
題
で
あ
る
。
法
的
に
重
要
な
侵
害
に
関
す
る
被
害
者
の
承
諾
の
本
質
の
問
題
は
、
こ
こ
で
は
、
如
何
な
る
類
型
犯
罪
（
9
簿
薯
お
。
・
（
箆
一
蓉
象
）
に
対
し
て
、
被
害
者
の
承
諾
が
法
的
効
力
を
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
承
諾
が
、
法
的
に
有
効
と
さ
れ
る
よ
う
な
類
型
犯
罪
（
Q
欝
菖
窪
、
一
α
q
。
。
．
一
。
算
δ
）
を
前
提
と
す
る
か
、
或
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
。
暮
嘆
・
ぎ
3
8
窪
を
救
済
す
る
か
の
問
題
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
、
同
意
の
可
分
性
や
不
可
分
性
ー
シ
ン
ゲ
ワ
ル
ド
は
、
告
訴
の
理
論
に
お
い
て
、
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
を
類
推
的
に
用
い
て
い
る
ー
に
関
す
る
問
題
に
遡
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
お
。
暮
冥
・
〈
8
鋒
。
導
　
は
、
他
人
に
刑
罰
を
科
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
承
諾
は
、
ー
多
く
は
、
承
諾
者
の
意
図
だ
ろ
う
が
、
ー
謎
・
導
嘆
・
〈
8
暮
。
燐
吋
の
た
め
に
役
立
つ
の
か
、
役
立
た
な
い
の
か
、
或
は
、
そ
の
両
者
の
い
ず
れ
で
も
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
　
シ
ン
ゲ
ワ
ル
ド
は
、
こ
の
法
的
に
重
要
な
承
諾
の
本
質
に
つ
い
て
、
考
察
を
こ
こ
ろ
み
る
に
は
、
次
の
観
点
か
ら
、
出
発
す
ぺ
き
も
の
と
し
て
い
る
。
　
⑥
　
先
ず
、
彼
は
、
法
益
の
本
質
に
つ
い
て
究
明
し
て
い
る
。
法
益
と
は
、
或
る
場
合
に
は
、
個
人
の
観
念
的
価
値
、
な
い
し
利
益
で
あ
る
。
例
え
ば
、
個
々
の
身
体
の
安
全
の
如
き
も
の
は
、
立
法
者
紅
と
っ
て
は
、
伺
塒
に
、
法
的
共
同
体
へ
の
利
益
、
な
い
し
観
念
的
価
　
　
　
未
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
二
値
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
、
規
範
保
護
（
営
厩
ヨ
魯
零
ぼ
欝
）
を
亨
受
し
、
「
法
益
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
個
人
の
利
益
た
る
こ
と
を
失
う
限
り
、
法
益
た
る
こ
と
を
も
失
う
も
の
で
あ
る
。
個
人
が
、
そ
れ
に
、
何
等
の
価
値
を
お
か
な
い
限
り
、
法
的
共
同
体
が
、
そ
れ
に
関
心
を
持
つ
と
信
ぜ
し
め
る
何
等
の
理
由
も
、
立
法
者
に
は
な
い
。
　
㈲
　
ま
た
、
法
益
は
、
抵
抗
す
る
意
思
自
体
で
あ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
名
誉
殿
損
は
、
名
誉
を
尊
重
せ
ん
と
す
る
意
思
に
反
す
る
も
の
で
あ
つ
、
強
制
は
、
反
抗
す
る
意
思
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
承
諾
は
、
侵
害
の
客
体
か
ら
、
法
益
を
奪
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
侵
害
の
客
体
を
除
去
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
承
諾
者
は
、
名
誉
を
殿
損
さ
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
　
＠
　
ま
た
、
立
法
者
は
、
主
観
的
権
利
を
、
主
体
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
限
り
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
の
み
保
護
す
る
の
で
あ
る
。
国
家
は
、
何
人
に
対
し
て
も
、
権
利
保
護
を
強
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
所
有
権
者
に
、
財
物
を
奪
い
取
っ
た
者
を
窃
盗
と
看
徹
す
こ
と
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。
国
家
は
、
主
観
的
な
権
利
を
、
そ
の
主
体
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
場
合
に
お
い
て
の
み
、
規
範
に
よ
っ
て
、
保
護
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
思
が
な
く
な
れ
ば
規
範
保
護
も
ま
た
な
く
な
る
。
　
⑥
　
従
っ
て
、
同
意
は
、
そ
れ
が
、
一
般
的
に
有
効
で
あ
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
④
　
抵
抗
意
思
自
体
が
法
益
で
あ
る
場
合
に
は
，
こ
の
意
思
の
放
棄
と
し
て
、
㈲
　
個
人
の
観
念
的
な
価
値
、
な
い
し
利
益
が
法
益
で
あ
る
場
合
に
は
、
利
益
喪
失
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
利
益
の
放
棄
と
し
て
、
⑲
　
主
観
的
な
権
利
が
、
規
範
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
場
合
に
は
、
規
範
保
護
を
否
定
す
る
意
思
と
し
て
、
法
的
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
　
㈲
　
主
体
が
、
抵
抗
意
思
を
放
棄
し
、
主
体
に
と
っ
て
、
も
は
や
、
そ
の
利
益
が
利
益
で
な
く
な
り
、
主
体
が
、
自
己
の
権
利
を
、
も
は
や
、
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
な
く
な
れ
ば
、
こ
の
否
定
的
な
意
思
が
、
充
分
な
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
直
ち
に
、
規
範
保
護
は
、
拒
否
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
、
い
わ
ゆ
る
「
限
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
判
決
に
大
き
な
困
難
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
確
実
な
支
点
を
持
た
ず
、
ま
た
、
外
観
と
い
う
も
の
は
、
当
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
カ
は
持
っ
て
い
て
も
、
泥
棒
に
立
ち
向
う
勇
気
の
な
い
臆
病
者
」
は
、
決
し
て
、
窃
盗
す
る
こ
と
に
承
諾
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
等
の
困
難
は
、
こ
こ
で
は
、
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
訴
訟
上
の
問
題
の
分
野
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
妥
当
す
る
命
題
は
、
承
諾
が
、
充
分
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
侵
害
の
客
体
が
、
規
範
保
護
を
亨
受
し
た
り
、
或
は
、
重
大
な
対
象
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
所
有
者
A
が
、
仮
装
窃
盗
者
B
に
よ
る
財
物
の
領
得
に
同
意
す
る
と
き
は
、
窃
盗
罪
は
存
在
せ
ず
、
A
が
、
B
の
侵
入
後
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
、
自
己
の
家
屋
へ
立
ち
入
る
こ
と
だ
け
を
同
意
し
た
と
き
は
、
家
宅
侵
入
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
窃
盗
に
お
い
て
は
、
財
物
が
窃
取
さ
れ
る
と
同
時
に
、
家
宅
侵
入
の
要
素
も
包
含
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
た
だ
、
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
他
面
、
A
の
承
諾
は
、
B
が
A
の
窓
硝
子
を
破
壊
す
る
こ
と
も
内
容
と
し
て
い
る
が
、
B
が
、
窓
硝
子
の
代
り
に
、
A
の
鏡
を
紛
砕
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
重
要
で
は
な
い
。
ま
た
、
B
は
下
手
な
射
手
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
A
が
、
高
価
な
花
瓶
を
射
る
こ
と
を
B
に
承
諾
す
る
場
合
、
A
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
弾
丸
が
、
自
分
に
命
中
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
、
ま
た
、
虞
れ
た
か
は
別
と
し
て
、
花
瓶
に
関
す
る
所
有
権
に
つ
い
て
の
規
範
保
護
を
拒
絶
し
た
こ
と
と
な
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
　
以
上
の
理
論
か
ら
、
シ
ン
ゲ
ワ
ル
ド
は
、
承
諾
は
、
そ
れ
が
、
正
犯
者
を
利
す
る
と
き
に
の
み
、
教
唆
者
を
利
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
被
害
者
の
承
諾
は
、
不
可
分
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
害
者
の
承
諾
は
、
法
的
に
重
要
　
　
　
未
遂
の
教
駿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
匹
な
承
諾
が
存
在
す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
法
的
に
重
要
な
承
諾
は
存
在
し
な
い
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
若
し
、
法
的
に
重
要
な
承
諾
が
存
在
す
る
と
き
は
、
承
諾
は
、
そ
れ
が
充
分
で
あ
る
限
り
、
規
範
保
護
を
拒
否
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
、
見
せ
か
け
の
正
犯
者
や
、
見
せ
か
け
の
教
唆
者
に
よ
っ
て
、
相
協
力
し
て
招
来
し
た
外
界
の
変
更
は
、
規
範
（
2
G
粧
、
日
一
）
を
無
視
す
る
（
一
、
勘
、
、
婁
、
、
α
q
。
一
、
．
．
一
－
ε
ε
こ
と
に
よ
っ
て
、
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
変
更
は
、
犯
罪
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
若
し
、
法
的
に
重
要
な
承
諾
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
正
犯
と
同
様
に
、
教
唆
犯
が
成
立
す
る
。
従
っ
て
、
各
個
々
の
場
合
に
お
い
て
、
如
何
な
る
程
度
の
承
諾
が
存
す
る
か
、
或
は
、
如
何
な
る
程
度
に
教
唆
、
並
び
に
、
正
犯
の
犯
罪
的
性
格
が
止
揚
さ
れ
る
か
を
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
ら
な
い
、
と
説
い
て
い
る
。
（
2
8
）
　
も
G
一
お
。
≦
鉱
P
唱
も
。
逡
も
c
o
・
　
六
　
お
窪
ご
）
き
く
。
参
ε
畦
は
、
被
誘
惑
者
に
よ
る
犯
罪
の
未
遂
（
ぎ
誉
驚
昌
窪
巽
。
湊
巨
・
4
の
み
を
欲
し
、
ま
た
、
犯
罪
（
O
象
算
）
の
完
成
を
伴
わ
な
い
犯
罪
（
＜
窪
薯
亀
一
霧
）
の
完
成
を
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
一
体
、
類
型
犯
罪
（
Q
暮
菖
嶺
薯
①
吾
触
。
9
窪
）
を
完
成
す
る
結
果
、
及
び
、
唆
か
さ
れ
た
犯
罪
に
必
要
な
結
果
の
発
生
に
の
み
向
け
ら
れ
た
意
思
は
、
何
時
、
認
め
ら
れ
る
か
は
、
個
々
の
場
合
に
判
断
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
誘
惑
者
が
、
結
果
の
可
能
を
知
悉
し
、
そ
の
結
果
を
意
欲
し
て
い
た
揚
合
は
、
結
果
の
発
生
に
つ
い
て
、
未
必
の
故
意
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
実
体
法
上
、
誘
惑
者
が
、
類
型
犯
罪
（
○
鋤
δ
葺
譲
紛
（
一
。
蕪
廼
汁
）
を
完
成
す
る
結
果
を
避
け
得
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
何
等
、
影
響
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
誘
惑
者
が
、
結
果
の
発
生
を
防
止
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
は
、
お
そ
ら
く
、
訴
訟
上
、
極
め
て
、
重
要
で
あ
ろ
う
。
何
ど
な
れ
ば
、
か
か
る
事
情
は
、
誘
惑
者
が
、
未
必
の
故
意
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
懲
感
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
実
体
法
上
、
問
題
と
な
る
唯
一
の
点
は
、
誘
惑
者
が
、
か
か
る
結
果
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
．
誘
惑
者
が
、
避
け
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
た
場
合
に
は
、
誘
惑
者
は
、
か
か
る
結
果
を
欲
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
、
結
果
の
発
生
に
つ
い
て
、
疑
い
を
持
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
未
必
の
故
意
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
誘
発
者
が
、
謎
。
嘗
罎
・
く
8
暮
。
窪
で
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
誘
発
者
た
る
謎
。
．
、
げ
鷺
薯
8
．
酬
げ
窪
触
が
、
犯
罪
の
未
遂
の
み
や
、
犯
罪
（
U
魯
馨
）
の
完
成
を
伴
わ
な
い
犯
罪
（
く
。
．
ぴ
圏
。
。
富
、
一
）
の
完
成
を
欲
す
る
場
合
に
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ン
ゲ
ワ
ル
押
，
は
、
教
唆
者
と
は
、
未
遂
・
既
遂
・
過
失
犯
と
な
る
結
果
を
、
共
同
に
、
惹
起
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
教
唆
者
は
、
自
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
、
類
型
犯
罪
を
完
成
す
る
結
果
の
た
め
の
条
件
を
措
定
す
る
こ
と
を
欲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
謎
・
客
冥
・
ぎ
8
ε
窮
は
、
か
か
る
意
欲
が
な
い
か
ら
、
教
唆
者
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
夷
・
旨
鷲
黛
8
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
。
霧
に
対
す
る
教
唆
の
存
在
を
決
定
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
教
唆
は
、
結
果
の
発
生
を
意
欲
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
説
に
対
し
て
は
、
反
対
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
e
　
そ
れ
は
、
ボ
ル
ヘ
ル
ト
や
、
レ
ー
ベ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
。
彼
等
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
教
唆
は
、
犯
罪
的
意
思
の
決
意
を
他
人
に
生
ぜ
し
め
る
揚
合
に
、
既
に
、
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
決
意
は
、
教
唆
の
結
果
を
意
味
す
る
。
た
だ
、
こ
の
結
果
は
、
意
欲
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
　
ロ
　
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
に
よ
れ
ば
、
教
唆
は
、
他
人
に
犯
罪
の
決
意
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
D
決
意
は
、
教
唆
の
概
念
的
な
結
果
を
形
成
す
る
。
し
か
し
、
他
面
に
お
い
て
、
教
唆
は
、
結
果
犯
で
あ
る
。
被
教
唆
者
に
行
為
せ
し
め
ξ
こ
と
は
、
も
う
一
つ
の
結
果
で
　
　
　
未
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
対
し
て
は
、
極
め
て
、
適
切
な
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
場
合
の
教
唆
は
、
典
型
的
な
お
①
簿
唱
吋
・
く
・
・
暮
．
信
門
事
件
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
教
唆
者
が
、
未
遂
を
欲
し
、
正
犯
者
が
、
未
遂
に
止
っ
た
場
合
に
、
p
σ
Q
。
馨
鷲
・
ぎ
・
鉢
．
瓢
触
は
、
自
己
の
行
為
に
対
し
て
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
謎
。
暮
鷲
・
ぎ
3
富
霞
は
、
未
遂
犯
を
形
成
す
る
こ
と
の
結
果
を
意
欲
し
た
か
ら
で
あ
る
。
他
の
す
べ
て
の
場
合
に
は
、
甜
鶴
一
げ
嘆
・
ぎ
？
馨
。
錘
が
、
意
欲
し
た
以
上
に
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
未
遂
の
み
を
欲
し
た
の
で
あ
る
が
、
被
教
唆
者
が
、
既
遂
犯
を
犯
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
他
人
の
行
為
に
対
し
て
、
教
唆
者
と
し
て
、
既
遂
犯
の
結
果
に
つ
巷
、
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
の
非
難
に
対
し
て
、
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
は
、
更
に
，
、
論
を
進
め
て
、
次
の
如
く
、
説
明
し
て
い
る
。
今
、
そ
の
見
解
を
聞
こ
う
。
例
え
ば
、
p
α
q
①
纂
鷺
・
ぎ
審
富
霞
で
あ
る
A
が
ー
彼
は
警
察
官
で
は
な
い
ー
ー
B
に
対
し
て
、
行
為
の
既
遂
に
な
る
こ
と
を
妨
げ
る
意
図
の
下
に
、
犯
罪
を
教
唆
し
た
が
、
そ
の
教
唆
の
後
に
、
B
は
、
自
分
の
決
意
を
変
更
し
て
、
行
為
を
完
了
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
附
、
A
は
、
結
果
の
発
生
を
防
止
す
る
手
段
を
講
じ
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
何
人
も
、
A
を
無
罪
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
A
は
、
結
果
の
発
生
を
防
止
す
る
義
務
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
の
み
、
正
犯
、
或
は
、
従
犯
と
し
て
、
処
罰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
ハ
イ
ル
ボ
ル
ン
の
反
駁
に
も
、
更
に
、
反
駁
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
A
は
、
た
だ
、
教
唆
者
と
い
う
概
念
の
み
に
包
摂
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
不
作
為
犯
に
お
け
る
因
果
関
係
の
問
題
と
し
て
、
正
犯
、
若
し
く
は
、
従
犯
と
し
て
、
処
罰
し
得
る
で
は
な
い
か
と
　
　
　
　
　
（
3
0
）
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
匂
　
最
後
に
、
オ
ル
ス
ハ
オ
ゼ
ン
と
フ
ラ
ン
ク
は
、
教
峻
者
と
は
、
他
入
を
し
て
、
そ
の
直
後
に
な
さ
れ
た
可
罰
釣
な
行
為
を
、
故
意
に
な
さ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
未
遂
も
、
一
つ
の
可
罰
的
行
為
で
あ
る
か
ら
、
未
遂
の
教
唆
も
存
在
す
る
。
教
唆
者
の
犯
意
は
、
犯
罪
が
、
未
遂
に
終
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
阻
却
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
解
し
て
い
る
。
　
斯
の
如
く
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
教
唆
の
本
質
に
つ
い
て
、
多
く
の
論
陣
が
張
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
、
　
お
①
嘗
嘆
・
ぎ
魯
8
霞
が
、
教
唆
者
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
盛
ん
に
、
論
争
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
如
く
、
謎
魯
二
）
3
ぎ
。
暮
。
蓑
は
、
被
誘
惑
者
に
よ
る
犯
罪
の
未
遂
の
み
を
欲
す
る
揚
合
、
及
び
、
犯
行
の
完
成
を
伴
わ
な
い
犯
罪
の
完
成
を
欲
す
る
揚
合
は
、
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
唯
一
の
例
外
は
、
複
合
犯
的
未
遂
（
◎
門
、
毘
欝
属
富
．
・
く
。
話
量
一
）
の
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
違
法
性
の
認
識
あ
る
お
。
馨
鷺
。
ぎ
8
審
錘
が
、
忍
び
込
み
窃
盗
を
他
人
に
勧
誘
し
た
場
合
、
仮
に
、
被
誘
惑
者
に
よ
っ
て
、
他
人
の
財
物
が
窃
取
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
被
誘
惑
者
に
よ
っ
て
、
他
人
の
囲
い
の
中
に
侵
入
し
た
以
上
は
、
お
窪
汁
嘆
9
δ
蜜
ε
畦
は
、
家
宅
侵
入
に
対
す
る
教
唆
の
責
任
が
あ
る
。
　
ま
た
、
複
合
犯
的
未
遂
の
場
合
に
お
け
る
教
唆
は
、
同
時
に
、
被
害
者
の
承
諾
が
、
我
々
の
問
題
と
し
て
、
唯
一
の
意
義
を
持
つ
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
お
窪
歴
鷺
・
ぎ
8
審
弩
は
、
正
犯
が
正
犯
で
な
く
な
る
限
り
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
被
害
者
の
承
諾
が
、
侵
害
に
つ
い
て
、
規
範
保
護
を
拒
否
せ
し
め
、
教
唆
者
及
び
正
犯
か
ら
犯
罪
的
性
格
を
奪
う
限
り
に
お
い
て
、
教
唆
者
で
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
お
。
簿
嘆
。
ぎ
3
ε
遜
は
、
ほ
と
ん
ど
、
教
唆
者
で
な
く
な
る
。
と
い
う
の
は
、
お
・
導
嘆
・
ぎ
3
＄
ξ
が
、
被
誘
惑
者
に
よ
る
複
合
犯
的
未
遂
を
意
図
し
た
場
合
に
お
い
て
の
み
、
教
唆
者
と
し
て
責
任
を
負
う
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
お
Q
耳
鷲
9
δ
3
ε
鳶
は
、
お
①
暮
鷲
・
ぎ
3
＄
霞
が
、
正
に
教
唆
し
た
と
こ
ろ
の
類
型
犯
罪
を
完
成
す
る
結
果
の
発
生
を
意
図
す
る
か
　
　
　
未
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
、
お
。
算
鷺
・
ぎ
貫
ε
簿
の
本
質
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
全
く
、
偶
然
か
ら
起
る
事
柄
に
過
ぎ
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
　
更
に
、
問
題
と
な
る
の
は
、
お
。
暮
嘆
・
ぎ
3
ε
弩
が
、
類
型
犯
罪
を
完
成
す
る
結
果
を
過
失
に
よ
っ
て
惹
起
し
た
と
き
、
　
お
。
、
口
叶
嘆
・
ぎ
8
富
霞
の
意
図
に
反
し
て
、
類
型
犯
罪
が
既
遂
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
な
お
、
且
つ
、
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
過
失
に
よ
る
教
唆
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
責
任
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
、
被
誘
惑
者
が
、
具
体
的
に
、
責
任
能
力
の
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
責
任
あ
る
行
為
者
に
よ
っ
て
、
媒
介
さ
れ
る
正
犯
と
い
う
も
の
は
存
在
し
得
な
い
か
ら
、
間
接
正
犯
と
し
て
、
責
任
を
負
う
ぺ
き
で
あ
る
と
さ
　
　
（
綴
）
れ
て
い
る
。
　
　
　
（
2
9
）
　
o
o
鍵
鷺
≦
巽
一
P
や
遷
●
　
　
　
（
3
0
）
　
o
o
言
畷
o
≦
霞
ξ
｝
℃
。
δ
轟
・
　
　
　
（
釧
）
　
ω
一
β
σ
Q
o
≦
p
ユ
P
勺
●
δ
9
　
七
　
お
①
暮
嘆
・
ε
3
8
髪
は
、
類
型
犯
罪
の
実
行
を
他
人
に
勧
誘
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
類
型
犯
罪
の
結
果
が
、
法
の
世
界
に
対
し
、
通
常
、
具
体
的
に
危
険
を
も
た
ら
す
よ
う
な
状
態
で
あ
る
と
き
に
は
、
i
法
秩
序
の
危
険
を
欲
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
の
成
立
に
は
関
係
な
く
、
ま
た
、
教
唆
や
正
犯
は
、
危
険
が
、
意
欲
さ
れ
な
い
場
合
に
も
存
在
す
る
か
ら
、
ー
お
・
暮
鷺
9
．
・
揖
ε
窮
は
、
通
常
、
教
唆
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
た
だ
、
違
法
性
の
認
識
を
欠
く
場
合
に
の
み
救
済
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
形
成
す
る
謎
①
暮
礪
。
ぎ
S
＄
髪
事
件
は
、
学
間
上
の
考
察
に
、
殆
ん
ど
困
難
を
も
た
ら
し
て
は
い
な
い
。
　
八
　
次
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
お
。
馨
嘆
・
く
9
暮
¢
篶
の
理
論
の
う
ち
、
最
も
困
難
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
述
ぺ
6
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
お
。
嘗
鷺
・
ε
3
ε
薄
が
、
そ
れ
自
身
、
可
罰
的
な
予
備
行
為
の
実
行
を
犠
牲
者
に
実
行
せ
し
め
る
場
合
の
法
的
効
果
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
が
、
極
め
て
、
困
難
な
所
以
は
、
お
9
け
嘆
・
ぎ
8
8
賃
は
、
予
備
行
為
の
み
を
欲
し
、
そ
れ
以
上
の
行
為
を
欲
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
元
来
、
予
備
行
為
は
、
そ
れ
自
体
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、
或
る
種
の
予
備
行
為
は
、
予
備
行
為
そ
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
関
連
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
、
準
備
さ
れ
た
犯
罪
と
予
備
行
為
と
の
関
係
か
ら
の
分
離
さ
れ
た
独
自
の
行
為
と
し
て
、
立
法
者
に
よ
っ
て
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
予
備
行
為
禁
止
の
趣
旨
は
、
予
備
行
為
を
、
独
自
に
、
法
の
世
界
を
侵
害
し
、
或
は
、
具
体
的
に
、
又
は
、
通
常
、
危
険
と
な
る
行
為
と
考
え
、
特
殊
な
規
範
に
よ
り
、
法
の
世
界
に
と
っ
て
危
険
な
そ
の
結
果
を
阻
止
す
る
た
め
に
禁
止
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
か
か
る
結
果
を
新
た
な
類
型
犯
罪
の
結
果
と
見
る
の
で
あ
る
。
　
e
　
予
備
行
為
に
対
す
る
特
別
規
範
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
第
四
九
条
a
に
よ
っ
て
、
前
提
さ
れ
て
い
る
。
同
条
に
よ
る
特
別
規
範
は
、
①
禁
止
さ
れ
た
行
為
の
実
行
の
誘
発
、
並
び
に
、
共
同
実
行
、
③
　
禁
止
行
為
の
実
行
、
並
び
に
、
共
同
実
行
を
提
案
す
る
こ
と
、
③
　
か
か
る
誘
発
の
応
諾
、
④
　
か
か
る
提
案
の
応
諾
を
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
範
は
、
一
体
、
か
か
る
行
為
が
、
可
罰
的
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
禁
止
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
誘
発
や
提
案
が
、
書
面
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
る
か
、
若
し
く
は
、
利
益
の
供
与
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
な
さ
れ
る
場
合
に
、
初
め
て
、
禁
止
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
出
発
し
て
い
る
も
の
か
、
と
い
う
点
が
間
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
書
面
に
よ
る
誘
発
や
、
書
面
に
よ
る
提
案
は
、
驚
頭
、
若
し
く
は
、
断
定
的
行
為
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
よ
り
も
、
危
険
性
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
規
範
は
、
か
か
る
行
為
自
体
に
通
常
の
危
険
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。
　
　
　
未
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
口
　
斯
の
如
く
・
ド
イ
ッ
刑
法
第
四
九
条
＆
に
掲
げ
ら
れ
た
行
為
は
、
通
常
の
危
険
性
の
た
め
に
、
規
範
に
よ
っ
て
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
同
条
は
、
お
。
馨
嘆
・
ぎ
8
審
霞
の
理
論
に
極
め
て
関
係
を
持
っ
て
い
る
規
定
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
説
明
を
加
え
て
置
き
た
い
。
　
同
条
所
定
の
各
行
為
は
・
そ
の
通
常
の
危
険
性
の
た
め
に
、
規
範
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
か
か
る
行
為
に
よ
っ
て
、
人
々
が
・
犯
罪
の
実
行
を
決
意
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
・
法
の
世
界
に
対
す
る
危
険
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
そ
の
危
険
性
が
、
か
か
る
犯
罪
の
概
念
標
識
で
は
な
い
。
そ
れ
は
・
危
殆
犯
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
危
険
の
禁
止
の
侵
害
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
誘
発
が
、
、
具
体
的
に
、
被
誘
発
者
に
関
係
し
え
か
ど
う
か
は
、
全
く
、
不
必
要
な
事
柄
で
あ
る
。
誘
発
及
び
提
案
の
応
諾
が
、
具
体
的
に
、
全
く
、
危
険
を
生
じ
な
く
と
も
い
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
・
第
四
九
条
a
が
適
用
さ
れ
る
。
か
か
る
行
為
は
、
頻
繁
に
危
険
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
禁
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
・
具
体
的
に
危
険
が
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
四
九
条
＆
か
ら
推
論
さ
れ
る
規
範
は
、
単
純
な
禁
止
で
あ
る
。
従
っ
て
、
危
険
性
が
、
か
か
る
行
為
の
犯
罪
標
識
で
な
い
場
合
は
、
そ
れ
が
、
何
等
、
危
険
で
な
い
限
り
、
か
か
る
行
為
は
、
禁
止
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
　
⑥
　
提
案
が
、
た
だ
、
詐
欺
的
な
意
図
の
口
実
と
し
て
用
い
ら
れ
、
或
は
、
誘
発
の
応
諾
が
、
偽
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
範
に
包
摂
し
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
A
が
金
を
儲
け
よ
う
と
思
っ
て
、
B
に
対
し
て
、
金
を
呉
れ
る
な
ら
ば
、
B
の
仇
敵
C
を
殺
害
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
こ
で
、
B
は
、
A
に
金
を
与
え
た
が
、
A
は
、
そ
の
金
を
持
っ
て
逃
げ
る
か
、
或
は
、
C
と
図
っ
て
、
B
に
背
い
て
、
そ
の
金
を
使
っ
て
仕
舞
う
場
合
で
あ
る
。
か
か
る
提
案
や
誘
発
の
応
諾
は
、
危
険
性
の
可
能
性
を
、
全
く
欠
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
誘
発
や
提
案
の
応
諾
は
、
真
蟄
に
な
さ
れ
な
け
れ
球
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
規
範
に
包
摂
せ
し
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
こ
れ
に
対
し
、
若
し
、
ぞ
み
応
諾
が
、
真
塾
に
な
ざ
れ
る
な
ら
ば
、
違
常
、
危
険
が
あ
り
、
し
か
も
、
常
に
、
危
険
で
み
る
。
従
っ
て
、
危
険
性
の
な
い
誘
発
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
真
摯
に
応
諾
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
㈲
　
不
真
面
弩
な
提
案
の
応
諾
は
、
禁
止
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
提
案
の
応
諾
は
、
提
案
者
の
手
段
に
よ
っ
て
は
・
常
に
、
た
だ
、
間
接
的
に
の
み
法
の
世
界
に
危
険
を
も
た
ら
す
が
、
そ
れ
自
体
は
、
危
険
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
真
摯
な
申
込
み
が
な
い
揚
合
に
は
、
そ
の
応
諾
は
全
く
危
険
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
え
る
。
　
＠
　
冗
談
で
な
さ
れ
る
誘
発
は
、
そ
れ
が
、
誤
解
さ
れ
た
り
、
真
摯
に
応
諾
さ
れ
る
と
き
は
、
法
の
世
界
に
重
大
な
危
険
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
故
に
、
誘
発
が
如
何
に
な
さ
れ
た
か
は
、
関
係
が
な
い
。
し
か
し
、
他
面
、
無
邪
気
な
冗
談
か
ら
、
い
や
ら
し
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
生
ず
る
可
能
性
は
、
極
め
て
、
大
で
あ
る
。
従
っ
て
、
誘
発
が
、
如
何
に
解
せ
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
も
、
関
係
が
な
い
。
そ
れ
故
に
、
結
局
、
誘
発
が
、
通
常
、
真
摯
な
も
の
と
解
さ
れ
得
た
か
ど
う
か
に
左
右
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
、
誘
発
が
、
真
摯
な
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
よ
う
な
誘
発
の
有
責
的
な
表
示
は
、
犯
罪
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
誘
発
の
応
諾
を
欲
す
る
こ
と
は
、
故
意
で
は
な
く
、
誘
発
さ
れ
る
犯
罪
を
欲
す
る
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
、
故
意
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
故
意
で
あ
る
が
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、
誘
発
が
、
真
蟄
な
も
の
と
解
さ
れ
、
ま
た
、
通
常
、
そ
う
解
さ
れ
得
る
よ
う
な
禁
止
さ
れ
た
行
為
の
誘
惑
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
且
っ
、
意
欲
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
㈹
　
同
様
な
観
察
は
、
真
摯
な
提
案
に
対
す
る
応
諾
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
こ
の
種
の
応
諾
も
、
危
険
性
の
可
能
性
を
生
ず
る
。
し
か
し
、
真
摯
な
提
案
に
対
す
る
不
真
面
目
な
応
諾
は
、
危
険
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
真
摯
な
提
案
が
、
た
だ
、
他
入
を
厄
介
払
い
す
る
た
め
に
応
諾
す
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
、
そ
れ
を
警
官
に
知
ら
せ
る
ー
9
磯
．
纂
鷺
・
ぎ
。
餌
♂
。
鶉
目
事
　
　
　
未
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
一
件
で
は
、
反
対
で
あ
る
が
、
ー
意
図
で
あ
ろ
う
が
、
応
諾
し
た
者
は
、
他
人
に
刺
戟
な
ど
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
お
そ
ら
く
、
法
の
世
界
に
対
し
て
、
危
険
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
真
摯
な
提
案
が
、
た
だ
、
冗
談
で
応
諾
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
さ
え
も
、
こ
の
応
諾
を
な
し
た
者
が
、
誤
解
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
応
諾
は
危
険
で
あ
る
。
従
っ
て
、
規
範
は
、
真
摯
な
提
案
に
対
す
る
通
常
真
摯
な
も
の
と
解
さ
れ
得
る
よ
う
な
応
諾
を
、
こ
こ
で
も
、
ま
た
、
禁
止
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
か
か
る
応
諾
は
、
実
定
法
上
、
可
罰
的
で
あ
り
、
或
は
、
立
法
論
上
、
可
罰
的
た
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
真
摯
な
提
案
に
対
し
て
、
通
常
、
真
摯
な
も
の
と
解
さ
れ
る
よ
う
な
応
諾
を
な
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
範
に
違
反
す
る
こ
と
を
認
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
し
、
且
つ
、
意
欲
す
る
こ
と
が
、
故
意
と
な
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
通
説
は
、
こ
れ
と
全
く
反
対
で
あ
る
。
通
説
は
、
応
諾
は
真
摯
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
　
日
　
以
上
の
理
論
を
結
論
的
に
い
え
ば
、
①
　
真
摯
な
提
案
は
禁
止
さ
れ
、
不
真
面
罠
な
提
案
は
、
禁
止
の
対
象
で
は
な
い
。
⑧
　
ど
の
よ
う
な
方
法
で
な
さ
れ
、
ま
た
は
、
如
何
に
解
せ
ら
れ
る
か
を
問
わ
ず
、
誘
発
の
真
摯
な
応
諾
は
禁
止
さ
れ
、
か
か
る
提
案
の
不
真
面
目
な
応
諾
は
、
禁
止
の
対
象
で
は
な
い
。
③
　
通
常
、
真
摯
な
も
の
と
解
さ
れ
得
る
よ
う
な
誘
発
は
、
禁
止
さ
れ
る
。
㈲
　
真
摯
な
提
案
に
対
す
る
応
諾
で
あ
っ
て
、
通
常
、
真
摯
な
も
の
と
解
さ
れ
得
る
も
の
は
、
禁
止
さ
れ
、
真
摯
で
あ
る
に
せ
よ
、
ま
た
、
真
摯
で
な
い
に
し
て
も
、
不
真
面
目
な
提
案
に
対
す
る
応
諾
は
、
禁
止
の
対
象
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
故
意
に
よ
る
類
型
犯
罪
の
み
が
、
常
に
、
可
罰
的
で
あ
る
と
さ
れ
、
か
か
る
犯
罪
は
、
表
示
さ
れ
、
或
は
、
応
諾
さ
れ
る
誘
発
や
提
案
が
、
書
面
に
よ
り
、
又
は
、
利
益
の
供
与
と
結
合
し
て
な
さ
れ
る
場
合
、
更
に
、
誘
発
さ
れ
、
或
は
、
提
案
さ
れ
る
行
為
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
犯
罪
で
あ
る
場
合
に
の
み
可
罰
的
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
（
鎗
）
　
oo
ぎ
鷺
ぞ
霧
一
斜
（
男
）
　
oo
ぎ
鵯
≦
巽
ざ
●
ラ》
一ラ
Ψ一
　諮
　ム
　拶
　
九
　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
の
禁
止
さ
れ
た
行
為
の
実
行
の
誘
発
、
並
び
に
、
共
同
実
行
、
・
禁
止
行
為
の
実
行
、
並
び
に
、
其
同
実
行
の
提
案
、
こ
れ
等
の
誘
発
、
或
は
、
提
案
の
応
諾
に
類
似
の
場
合
に
お
い
て
も
、
立
法
者
は
、
予
備
行
為
を
独
自
な
、
通
常
、
法
的
世
界
に
対
し
て
、
危
険
と
な
る
行
為
と
し
て
、
単
純
な
規
範
に
よ
っ
て
、
禁
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
多
人
数
が
、
大
逆
的
企
図
の
実
行
を
申
し
合
わ
せ
る
場
合
と
か
、
或
る
人
が
、
故
意
に
よ
る
偽
証
罪
の
実
行
を
他
人
に
誘
う
場
合
に
お
い
て
、
通
常
、
或
は
、
し
ば
し
ば
、
法
的
世
界
が
危
険
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
場
合
に
危
険
の
な
い
場
合
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
逆
の
計
画
は
、
お
そ
ら
く
、
余
り
に
冒
険
で
あ
り
、
ま
た
、
夢
想
的
で
あ
る
の
で
、
全
然
、
実
行
さ
れ
得
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
故
意
に
よ
る
偽
証
罪
に
誘
わ
れ
た
者
は
、
正
直
者
も
い
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
よ
う
な
誘
い
に
同
意
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
は
、
具
体
的
事
件
の
危
険
性
を
度
外
視
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
を
、
そ
の
通
常
の
危
険
性
の
理
由
を
も
っ
て
、
禁
止
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
等
の
場
合
に
お
い
て
、
謎
。
嘗
鷺
・
く
・
3
8
弩
の
刑
法
上
の
責
任
は
、
違
法
性
の
認
識
が
あ
れ
ば
、
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
　
な
お
、
或
る
者
が
、
大
逆
罪
の
申
し
合
わ
せ
を
固
持
せ
し
め
、
そ
う
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
後
、
陰
謀
を
暴
露
す
る
と
い
う
場
合
、
す
な
わ
ち
、
お
。
暮
黛
薯
8
暮
。
髪
と
し
て
行
動
す
る
と
い
う
意
図
で
、
多
人
数
を
し
て
大
逆
的
陰
謀
を
な
さ
し
め
る
場
合
に
は
、
こ
の
陰
謀
は
、
お
そ
ら
く
、
全
然
、
危
険
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
す
る
こ
と
は
、
罰
せ
ら
れ
る
し
、
若
し
、
お
①
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
鷲
。
ぎ
8
ε
弩
に
お
い
て
、
違
法
性
の
認
識
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
教
唆
者
で
あ
る
。
　
　
　
未
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡
二
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
3
4
）
　
ω
ぎ
磯
○
≦
㊤
工
P
噂
も
．
ロ
co
む
G
●
　
脚
○
　
そ
の
他
の
誘
発
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
公
然
、
或
は
、
書
面
の
公
布
、
或
は
、
少
く
と
も
、
書
面
の
提
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
お
¢
馨
冥
・
ぎ
舞
3
簿
が
、
か
か
る
方
法
で
、
可
罰
的
な
行
為
を
誘
発
す
る
こ
と
を
欲
し
た
な
ら
ば
、
自
己
の
な
し
た
表
示
の
影
響
力
を
図
り
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
己
の
な
し
た
誘
発
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
犯
罪
を
防
止
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
刑
事
責
任
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
　
＝
　
　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
お
¢
馨
嘆
・
＜
8
諄
。
ξ
は
、
①
　
違
法
性
の
認
識
が
欠
け
て
い
る
揚
合
、
ω
　
侵
害
に
対
す
る
被
害
者
の
承
諾
が
あ
る
た
め
に
、
被
誘
惑
者
、
従
っ
て
、
お
。
馨
嘆
。
＜
8
9
。
暑
か
ら
、
犯
罪
的
性
質
を
除
去
す
る
場
合
、
③
　
お
①
暮
嘆
。
ぎ
8
8
簿
が
、
被
誘
惑
者
の
非
複
合
犯
的
未
遂
（
巳
畠
£
蓼
霞
鼠
。
蓉
9
6
税
巽
畠
）
の
み
を
欲
す
る
揚
合
、
④
　
お
。
嘗
屈
黛
8
纂
・
巽
が
、
犯
罪
（
O
魯
ζ
）
の
完
成
を
伴
わ
な
い
犯
罪
（
＜
霞
ぼ
。
9
窪
）
の
完
成
を
欲
す
る
場
合
、
⑤
　
謎
Φ
暮
鷺
・
ぎ
3
ε
無
が
、
被
誘
惑
者
に
対
し
て
、
単
に
、
犯
罪
を
犯
そ
う
と
い
う
申
出
を
し
た
に
止
ま
る
場
合
、
お
¢
暮
嘆
・
ぎ
鶏
富
ξ
は
、
無
罪
で
あ
る
。
な
お
、
最
後
の
⑤
の
場
合
に
お
い
て
は
、
被
誘
惑
者
も
ま
た
無
罪
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
①
　
謎
Φ
嘗
嘆
・
ε
鶏
ぎ
霞
は
、
被
誘
惑
者
の
複
合
犯
的
未
遂
（
ρ
奏
濠
蕊
①
客
S
＜
段
窪
。
げ
）
の
み
を
欲
す
る
場
合
、
及
び
、
犯
行
の
完
成
を
伴
わ
な
い
犯
罪
の
完
成
を
欲
す
る
揚
合
に
お
い
て
、
お
①
纂
一
）
8
6
3
ε
簿
の
意
図
に
反
し
て
、
類
型
犯
罪
を
完
成
す
る
結
果
を
生
じ
た
と
き
は
、
実
定
法
は
、
被
誘
惑
者
が
、
具
体
的
に
、
責
任
無
能
力
で
あ
る
限
り
、
揚
合
に
よ
っ
て
は
、
過
失
に
よ
る
か
か
る
結
果
の
惹
起
に
つ
き
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
⑧
　
ま
た
、
お
9
汁
嘆
9
．
。
。
暮
。
霞
に
違
法
性
の
認
識
が
あ
る
揚
合
は
、
処
罰
を
免
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ω
　
法
律
上
重
要
で
な
い
承
諾
が
存
す
る
限
り
、
し
か
も
、
螢
σ
q
。
纂
鷺
・
ぎ
3
3
摸
が
、
被
誘
惑
者
の
複
合
犯
的
未
遂
を
欲
し
、
且
つ
、
少
く
と
も
、
か
よ
う
な
未
遂
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
夷
。
嘗
鷲
・
＜
8
暮
。
霞
は
、
教
唆
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
＠
　
ま
た
．
謎
①
嘗
鷺
・
ぎ
3
ε
霞
が
、
複
合
犯
で
な
い
単
純
犯
罪
（
魯
｝
鉾
畠
呂
鳥
皇
蓉
）
の
実
行
、
特
に
、
そ
れ
自
体
犯
罪
と
し
て
、
可
罰
的
で
あ
る
予
備
行
為
に
向
け
ら
れ
た
場
合
は
、
教
唆
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
の
　
更
に
、
ド
イ
ツ
刑
法
第
四
九
条
a
に
よ
り
、
犯
罪
と
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
罰
せ
ら
れ
る
の
は
、
お
。
暮
嘆
・
ぎ
参
ぎ
髪
が
、
書
面
又
は
利
益
の
供
与
と
結
合
し
て
、
犯
罪
（
く
巽
警
。
畠
魯
）
の
実
行
を
誘
発
し
た
場
合
で
あ
る
、
と
さ
　
　
（
3
5
）
れ
て
い
る
。
　
　
　
（
努
）
　
GQ
ぎ
α
登
o
≦
貰
崔
●
や
℃
●
二
㌣
欝
9
　
脚
二
　
以
上
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
未
遂
の
教
唆
と
護
。
暮
鷺
・
ぎ
3
ε
黛
の
理
論
の
大
要
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
説
明
す
る
に
当
り
、
シ
ン
ゲ
ワ
ル
ド
の
学
説
を
中
心
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
シ
ン
ゲ
ワ
ル
ド
が
、
未
遂
の
教
唆
と
茜
9
一
鷺
・
ぎ
星
？
G
弩
の
理
論
の
真
随
に
触
れ
て
、
多
く
、
検
討
を
加
え
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
何
物
で
も
な
い
。
シ
ン
ゲ
ワ
ル
ド
は
、
こ
の
理
論
を
説
明
す
る
に
当
っ
て
、
規
範
論
を
も
っ
て
終
始
し
て
い
る
。
し
か
し
、
刑
罰
、
な
い
し
犯
罪
理
論
の
基
本
的
理
念
を
規
範
論
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
あ
る
が
、
少
く
と
も
、
シ
ン
ゲ
ワ
ル
ド
の
理
論
か
ら
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
未
遂
の
教
唆
や
お
。
暮
鷲
薯
8
纂
。
霧
に
対
す
る
基
礎
的
考
察
の
跡
で
あ
る
。
二
　
我
が
国
に
お
け
る
学
説
・
判
例
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
未
遂
の
教
唆
は
、
教
唆
犯
を
構
成
す
る
と
い
う
説
と
、
教
唆
犯
は
成
立
し
な
い
と
い
う
説
が
あ
る
。
　
　
未
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
惑
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
小
野
博
士
は
、
自
ら
そ
の
結
果
の
発
生
を
妨
害
し
て
末
遂
に
終
ら
し
め
る
意
思
を
も
っ
て
、
人
を
教
唆
し
て
犯
罪
を
実
行
せ
し
め
た
場
合
は
（
教
唆
す
る
刑
事
巡
査
）
、
教
唆
犯
を
構
成
す
る
。
但
し
、
職
務
上
そ
の
教
唆
を
な
す
義
務
が
あ
る
と
信
じ
た
等
の
事
情
に
よ
っ
て
、
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
義
的
責
任
を
阻
却
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
、
と
説
き
、
　
団
藤
教
授
は
、
教
唆
行
為
は
被
教
唆
者
に
犯
罪
を
実
行
す
る
決
意
を
お
こ
さ
せ
る
意
思
だ
け
で
足
り
、
基
本
的
構
成
要
件
の
実
行
行
為
で
は
な
く
、
ま
た
、
教
唆
の
意
思
も
基
本
的
構
成
要
件
に
つ
い
て
の
故
意
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
は
じ
め
か
ら
、
未
遂
に
終
ら
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
要
件
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
そ
れ
で
、
謎
①
暮
質
・
6
8
富
弩
も
ー
ー
む
ろ
ん
基
本
的
構
成
要
件
に
つ
き
未
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
遂
を
罰
す
る
規
定
が
あ
る
場
合
に
ー
教
唆
犯
を
構
成
す
る
、
と
説
き
、
　
安
平
博
士
は
、
教
唆
犯
の
成
立
に
は
、
相
手
方
を
し
て
、
単
に
一
定
の
犯
意
を
生
ぜ
し
め
た
に
止
ら
ず
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
相
手
方
が
実
行
行
為
へ
の
着
手
以
上
の
行
為
に
出
た
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
未
遂
罪
へ
の
教
唆
で
あ
っ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
唆
に
基
づ
い
て
、
被
教
唆
者
が
未
遂
行
為
に
出
た
か
ぎ
り
、
そ
の
限
度
に
お
け
る
教
唆
罪
は
成
立
す
る
、
と
説
き
、
　
滝
川
博
士
は
、
教
唆
犯
が
罰
せ
ら
れ
る
の
は
、
犯
罪
の
決
意
な
き
者
又
は
決
意
の
定
ま
ら
な
い
者
を
犯
罪
の
実
行
に
誘
導
す
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
如
何
な
る
理
由
に
せ
よ
、
刑
事
処
分
を
受
け
さ
す
た
め
に
他
人
を
犯
罪
に
引
入
れ
る
権
利
を
有
す
る
も
の
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
な
く
、
刑
法
上
は
、
未
遂
犯
へ
の
教
唆
と
し
て
罰
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
、
と
説
き
、
　
江
家
教
授
は
、
被
教
唆
者
が
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
犯
罪
を
教
唆
し
、
又
は
、
犯
罪
を
教
唆
し
た
後
、
被
教
唆
者
が
実
行
に
著
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
す
る
や
直
ち
に
こ
れ
を
逮
捕
す
る
が
如
き
も
、
こ
れ
を
教
唆
犯
と
し
て
処
罰
し
得
る
、
と
説
い
て
い
る
。
　
こ
れ
に
反
し
、
木
村
博
士
は
、
犯
罪
行
為
の
認
識
は
当
然
構
成
要
件
的
結
果
の
発
生
に
つ
い
て
、
す
く
な
く
と
も
、
未
必
釣
認
識
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
、
予
め
結
果
の
発
生
し
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
教
唆
行
為
を
し
た
揚
合
は
、
教
唆
者
に
は
故
意
が
な
い
か
ら
、
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
犯
は
成
立
せ
ず
、
不
可
罰
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。
（
1
）
（
2
）
（
3
）
（
4
）
（
5
）
（
6
）
　
か
よ
う
に
、
分
れ
る
で
あ
ろ
う
。
教
唆
犯
を
従
属
犯
と
す
る
も
の
は
犯
は
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
他
方
、
未
遂
の
教
唆
に
対
し
、
直
接
的
に
明
確
な
解
釈
を
与
え
た
判
例
は
な
い
。
た
だ
、
最
高
裁
判
所
は
、
他
人
の
誘
惑
に
よ
り
犯
意
を
生
じ
、
又
は
、
こ
れ
を
強
化
さ
れ
た
者
が
犯
罪
を
実
行
し
た
場
合
、
わ
が
刑
事
法
上
そ
の
誘
惑
者
が
場
合
に
よ
っ
て
は
、
麻
薬
取
締
法
五
三
条
の
ご
と
き
規
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
唆
犯
又
は
従
犯
と
し
て
責
を
負
う
こ
と
の
あ
る
の
は
格
別
、
そ
の
他
人
で
あ
る
誘
惑
者
が
一
私
人
で
な
く
、
捜
査
機
関
で
あ
る
と
の
一
事
を
も
っ
て
、
そ
の
犯
罪
実
行
者
の
犯
罪
構
成
要
件
該
当
性
又
は
責
任
性
若
し
く
は
違
法
性
を
阻
却
し
、
又
は
、
公
訴
提
起
の
手
続
規
定
に
違
反
し
、
若
し
く
は
、
公
訴
権
を
消
滅
せ
し
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
と
多
言
を
要
し
な
い
、
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
最
高
裁
判
所
は
、
未
遂
の
教
竣
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
教
唆
犯
を
構
成
す
る
も
の
　
　
　
末
遂
の
教
唆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
小
野
清
一
郎
・
刑
法
講
義
（
総
論
）
二
〇
九
頁
以
下
。
団
藤
重
光
・
刑
法
綱
要
（
総
論
）
三
〇
九
頁
以
下
。
安
平
政
吉
・
刑
法
総
論
二
一
〇
頁
。
滝
川
幸
辰
・
犯
罪
論
序
説
二
四
六
頁
以
下
。
江
家
義
男
・
刑
法
講
義
（
総
則
篇
）
三
九
〇
頁
。
木
村
亀
二
・
刑
法
総
論
四
一
五
頁
。
相
対
立
す
る
両
説
が
生
ず
る
基
本
は
、
教
唆
犯
は
、
従
属
犯
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
独
立
犯
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
未
遂
の
教
唆
は
、
教
唆
犯
を
構
成
す
る
と
し
、
独
立
犯
と
す
る
も
の
は
、
教
唆
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
入
ど
解
し
た
い
と
い
え
る
。
　
　
　
（
7
）
最
高
裁
判
所
昭
和
二
七
年
（
あ
）
第
五
四
七
〇
号
麻
薬
取
締
法
違
反
被
告
事
件
・
昭
和
二
八
年
三
月
五
臼
第
一
小
法
廷
決
定
。
　
　
　
　
こ
の
決
定
に
対
す
る
批
判
は
、
臼
中
政
義
「
囮
捜
査
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
見
解
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
七
号
五
頁
以
下
。
私
見
　
教
唆
は
、
犯
意
な
き
も
の
に
犯
意
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
教
唆
者
は
、
被
教
唆
者
に
犯
意
を
生
ぜ
し
め
る
意
思
の
あ
る
こ
と
を
要
し
、
且
つ
、
そ
れ
だ
け
で
充
分
で
あ
る
。
　
教
唆
が
犯
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
の
は
、
つ
ま
り
、
教
唆
犯
が
成
立
す
る
に
は
、
犯
意
な
き
も
の
に
犯
意
を
生
ぜ
し
め
て
、
被
教
唆
者
が
、
犯
罪
の
実
行
行
為
に
出
で
た
以
上
は
、
教
唆
者
が
、
た
と
え
、
は
じ
め
か
ら
、
犯
罪
行
為
を
未
遂
に
終
ら
せ
る
意
図
の
下
に
教
唆
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
教
唆
犯
を
構
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、
未
遂
の
教
唆
は
教
唆
犯
を
構
成
す
る
。
こ
の
理
論
は
、
未
遂
を
処
罰
す
る
犯
罪
は
勿
論
、
予
備
・
陰
謀
な
ど
を
処
罰
す
る
犯
罪
に
お
い
て
も
、
そ
の
犯
罪
の
予
備
・
陰
謀
な
ど
、
そ
の
も
の
自
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
件
で
あ
り
、
被
教
唆
者
が
、
そ
の
犯
罪
の
予
備
・
陰
謀
に
著
手
し
た
以
上
は
、
実
行
行
為
に
出
で
た
の
で
あ
る
か
ら
、
矢
張
り
、
教
唆
犯
を
構
成
す
る
。
　
反
対
説
は
、
予
め
結
果
の
発
生
し
な
い
と
と
を
認
識
し
て
教
唆
行
為
を
し
た
場
合
は
、
教
唆
者
に
は
故
意
が
な
い
か
ら
、
教
唆
犯
は
成
立
し
な
い
と
す
る
が
、
教
唆
犯
は
、
被
教
唆
者
に
犯
罪
を
実
行
す
る
決
意
を
生
ぜ
し
め
る
故
意
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
足
り
、
結
果
の
発
生
に
対
す
る
認
識
は
必
要
で
な
い
か
ら
、
こ
の
説
に
は
賛
成
し
か
ね
る
。
　
お
・
暮
窯
9
δ
3
8
弩
は
、
犯
罪
の
既
遂
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
を
逮
捕
す
る
目
的
で
、
犯
罪
を
教
唆
し
、
実
行
行
為
に
著
手
し
た
と
こ
ろ
を
直
ち
に
逮
捕
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
教
唆
犯
は
成
立
す
る
。
挑
発
者
が
私
人
で
あ
ろ
う
が
、
捜
査
官
で
あ
ろ
う
が
、
両
者
に
区
別
は
な
い
。
た
だ
、
お
①
暮
領
・
ε
3
ぎ
霞
が
、
既
に
犯
意
を
生
じ
、
そ
の
犯
罪
実
行
の
機
会
を
狙
っ
て
い
る
者
を
挑
発
し
て
、
犯
罪
の
実
行
行
為
に
著
手
せ
し
め
、
こ
れ
を
逮
捕
す
る
場
合
は
、
教
唆
犯
を
構
成
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
ブ
て
の
挑
発
は
、
既
に
生
じ
て
い
る
犯
意
と
同
種
の
類
型
犯
罪
の
挑
発
で
あ
る
，
こ
と
を
要
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
教
授
）
未
遂
の
教
唆
轟
